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幼児教育・保育の無償化を考察する

鳥取県子ども家庭育み協会 会長　大　橋　和　久　

　本年度、10月から幼児教育・保

育の無償化が始まり、３歳以上児

の保育園・幼稚園・認定こども園

さらには無認可保育施設まで含めた保護者の所

得の高低を問わず、保育料等を無料としました。

　政府はこの幼児教育・保育の無償化の目的を

「子育て世代の経済的負担の軽減」と「幼児期

の育ちを担保する」として消費税を10％に引き

あげ、増税分5.6兆円のうち1.7兆円を無償化に

当て「人づくり」政策を推進するとしています。

　現在の急激な少子高齢化を考えれば、政策手

段としては理解すべきかもしれません。

　しかし、この制度設計にはそれだけの費用対

効果があるのかどうか、疑問視する向きがあり

ます。まず、従来の保育制度においては応能負

担であり、低所得層にとっては実質的に無償化、

複数の児童が通園している場合の軽減措置など

が実施されており、どれほどの意味があるのか

疑問が残ります。

　むしろ高額所得階層の上限をとりあえず半額

程度に抑えるなど、現在の国の借金財政を考慮

すれば、一気に制度を変えるより段階的に変革

すべきではないでしょうか。

　幼児教育・保育の無償化とするこの政策投資

が、そのまま子どもたちが受ける保育の質が良

くなるとは考えにくく、政策順位や手順をはき

違えているのではないかとさえ思います。

　確かに先進主要国では幼児教育・保育の無償

化が進んでいます。同時に欧米では教育や保育

に関する調査や内容を検証し、子どもたちが必

要とする能力を高めることができるか研究し、

質を評価するための統一基準を設け、いわば政

策効果を高める仕組みを作った上で、無償化を

進めています。

　そして、現在の保育現場における保育の質を

高めるための抜本的な職員配置、とりわけ４歳・

５歳児の保育者配置30 対１を早急に見直すべ

きです。また、保育士不足の問題は深刻で処遇

改善のための財源を確保したうえで、本来的に

は無償化の前に改善すべきことのように思えて

なりません。

　さらには現在の社会的現象でもある保育者不

足のための暫定的な配置基準の弾力化など、一

部を都道府県単位で条例化するなどして対応し

ようとしています。このことは大都市圏におけ

る待機児童対策であったり、職員の働き方改革

が進もうとしている現在、時限的には必要な措

置だと思います。

　しかし、安易な規制緩和や無認可施設への無

償化などは本来の目的への逆行に他ならず、慎

重に進めるべきではないでしょうか。

　一方、国は給食費に関して、無償化に伴い給

食の副食材料費の実費徴収することとしまし

た。副食材料費徴収を「義務教育や医療・介護

における給食の扱いを踏まえ、自己負担でよい

のでは」とし、「給食の義務のない幼稚園と合

わせる」など理由としました。

　国は副食材料費を目安4,500円として示しま

したが、それぞれの園の事情や他園との競争（差

別化）のために高い食材になったり、逆に安い

食材で対応することも考えられ、一定の食の基

準をどう確保するのか疑問です。

　幼児期における保育所等が給食によって果た

してきた役割は大きく、国が推し進め、「食育」

としても子どもたちの「育ち」にとって重要な

柱としてきました。

　それらを考えれば副食材料費の実費徴収は合

理性がなく、無理があります。

　今回の巨額な財源投資である「一律の幼児教

育・保育の無償化」はどれほどの意味があるの

か、内容の検証と細部に渡っての制度設計の見

直しや修正が必要ではないでしょうか。
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　もちがせ保育園は、平成31年４月より、社、
大村、用瀬の３つの保育園が統合して生まれた、
新しい保育園です。三園とも60余年の歴史が
あり、その間、子どもが育つ拠点として地域の
中で大切にされてきました。その思いを引き継
ぎ、地域との連携を大切に保育を進めていま
す。周辺には用瀬地区保健センター、千代南中
学校、消防署、駐在所などがあり、さながら地
域の教育ゾーンのような恵まれた環境の中にあ
ります。また園内には子育て支援センターが併
設され、地域子育ての拠点としての役割も担っ
ています。
　毎朝、登園してきた子どもたちは「子ど
もヨガ」「足指体操」「サーキット遊び」な
どの運動遊びをします。１日の始まりに身
体を動かすことで、脳も身体もしっかりと目
覚めさせてからその日の活動に入ります。園
庭には菜園があり、野菜の収穫、皮むき、

クッキング保育などの食育活動にも力を入れて
います。また玄関横の給食室には広口の窓が備
えられていて、子どもたちが調理している現場
を間近に見ることもできます。
　まだ開園から数ヶ月しか経っていませんが、
今後も地域、職員が一体となり子どもたちのた
くさんの笑顔に出会える保育園となるよう取り
組んでいきたいと思います。

鳥取の保育園

私たちの園

― 第７回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

鳥取市立 もちがせ保育園

　鳥取市立もちがせ保育園は用瀬保育園・大村保育園・社保育園の３園が統合され、平成31年４月
に開園しました。統合にあたって、保護者・行政・保育園園長で立ち上げ委員会を設置し、地域や
保護者の思いを反映し園舎を作っていきました。「もちがせ保育園」の園名は保護者アンケートの
結果決まりました。
　旧３園の思いや、つながりを大切にしており、地域との交流行事も盛んです。統合したばかりで
不安な気持ちを持つ保護者もおられるのではと思い、活動の様子をその日のうちに玄関に掲示し「保
護者の目に見える保育」を心がけています。
　園舎の近隣には駐在所や消防署、保健センターなどがあり、安全面の連携がとりやすい立地となっ
ています。また愛宕山、千代川などに囲まれ、豊かな自然体験ができる環境は大きな特徴です。
☆保育理念
　●子どもの最善の利益を守る生活の場となる保育園をめざす。
　・一人一人の子どもの育ちを支える。
　・保護者の子育てを支える。
☆保育方針
　●子どもの心身の発達を保障し、健全育成に努める。
　●家庭や地域との共同による子育ての向上に努める。
☆保育目標
　げんき　ゆうき　なかま　を保育のテーマに
　・基本的生活習慣を身に付けた子ども
　・仲間と共に元気よく遊ぶ子ども
　・自分の思いを言えて、相手の思いを聞くことができる子ども
　・最後までやりぬく子ども

もちがせ保育園 園長
　森本　源美

（もりもと　もとみ）氏
もちがせ保育園は、平成31
年４月に、社保育園・大村
保育園・用瀬保育園３園が
統合して、鳥取市立もちが
せ保育園として、スタート
しました。現在、94名の園
児が在籍しています。
保護者さんの願いで、遊具
も充実しています。全面芝
が張られていて、子どもた
ちは自然を感じながら、遊
ぶことができます。

所在地：鳥取市用瀬町別府808
定員：100名
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 もちがせ保育園を訪ねて
　雨降りにもかかわらず、園内がやけに明るく
感じられるのは、明かり取りの窓が大きく設計
された真新しい園舎や、園長先生のチャーミン
グな笑顔だけが理由ではないようだ。
　園内に溢れている、何か新しいものを創って
いこうという前向きなエネルギーのようなもの
が先生や子どもたち一人一人の笑顔を明るく輝
かせているようにも感じた。
　園の統廃合というのはたぶん明るい話ばかり
ではない。しかし、そんなことを微塵も感じさ
せないのは、先生方と保護者の間にしっかりと
した信頼関係があるからだろう。新しい園を全

面的にバックアップして行こうという空気は、
様々な文化が往来する中で地域の伝統を紡いで
きた宿場町の地域性も影響しているのかもしれ
ない。いずれにしても此処にうまれ、この地域
に愛されて育つ用瀬のこどもはとても幸せだな
と感じた。
　美味しい古民家カフェや名物エビフライなど
魅力いっぱいの用
瀬。一度来ただけ
なのに、住みたい
まち№１になって
しまいました。
　　（広報委員会）

ポイント①
 豊かな自然と歴史ある町
　園からほど近い千代川で毎年旧暦の３月３日
に行われる流し雛は、県の無形民俗文化財にも
登録されている伝統行事です。この日は園児も
大勢参加します。近くに
は流し雛の館、物産館な
どがあり、お庭で遊ばせ
ていただくことも。春に
はミツバツツジの名所と
して知られる愛宕山へ年
長児が登ってきました。
達成感を味わい、誇らし
げに帰ってきた子どもた
ちの笑顔が眩しく見えま
した。

ポイント②
 子どもたちが楽しく、保育士も楽しく
　朝の運動でしっかりと身体を動かした子ども
たちは、広い芝生の園庭で元気いっぱい遊びま
す。遊戯室にはボルタリングの設備もあり、様々
な年齢の子どもがふれあいながら仲良く遊ぶ姿
が見られています。また職員が集うスタッフ
ルームには、園内研修等の資料が掲示されてお
り、若い保育士からベテランまで、皆がワイワ
イ言いながら保育を考えられる雰囲気も我が園
の自慢です。

ポイント③
 保護者、地域とともに
　長い歴史と伝統を持つ３つの園を統合して生
まれた「もちがせ保育園」には、保護者と地域の
熱い期待が寄せられています。園舎建設にあたっ
ては、シンボルとなっている赤い屋根、園庭の
土管トンネルなど保護者の思いも多数取り入れ
られました。また地元のお寺が持ち回りで開催
されるお花祭り、猿田彦を祀った三角山の格力
場で行われる奉納お山相撲への参加など、地域
連携が豊富なことも当園の特色のひとつです。

園を知る３つのポイント
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令
和
元
年
６
月
11
日
～
13
日
に
熊
本

市
で
全
国
私
立
保
育
園
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
希
望
に
満
ち
た
子

ど
も
た
ち
と
共
に
歩
む
た
め
に
～
森
と

水
の
都
　
熊
本
か
ら
元
気
を
～
」
を

テ
ー
マ
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
報
告
で
は
全
国
私
立
保
育
連
盟

の
塚
本
秀
一
常
務
理
事
よ
り「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
の
議
論
や
発
言
・
現
状

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
三
団
体
協

議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
世
界
か
ら
見

た
日
本
の
幼
児
教
育
～
こ
れ
か
ら
の
保

育
の
質
～
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協

力
開
発
機
構
）（
先
進
国
内
の
情
報
・

意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
国
際
機
関
）

の
保
育
・
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
の

提
案
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
未
来
に
向
け
た
提
案
を
し

て
い
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
保
育

に
求
め
ら
れ
る
も
の
大
き
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　
最
終
日
に
は
タ
レ
ン
ト
の
コ
ロ
ッ
ケ

さ
ん
の「
お
母
さ
ん
の『
あ
お
い
く
ま
』」

と
い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
１
時
間

半
く
ら
い
の
講
演
で
し
た
。笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
楽
し
い
お
話
で
し
た
。「
相

手
が
一
番
、
自
分
が
二
番
」「
あ
せ
る

な
、
お
こ
る
な
、
い
ば
る
な
、
く
さ
る

な
、
ま
け
る
な
」
た
く
さ
ん
の
心
に
残

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
ひ
き
つ
け
る
話
の
コ
ツ

を
伺
い
、
少
し
得
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　
分
科
会
は
、
14
「
保
育
施
設
に
お
け

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
弁
護
士
の
先
生
に
保
育
事
故

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。保
育
事
故
は
、

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
と
い
う
認

識
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
の
こ
と
で

し
た
。平
成
16
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
、

保
育
現
場
で
の
死
亡
事
故
が
１
９
５
件

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
保
育
現
場
で
は
事

故
の
特
性
（
突
発
事
故
が
起
き
や
す

い
、
保
育
士
に
も
予
見
が
容
易
で
は
な

く
、
近
く
に
い
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

に
く
い
）
を
考
え
て
対
応
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。
特
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
は
、
①
材
料
の
置
き
場
所
の
明
確

化
②
調
理
担
当
者
の
明
確
化
③
容
器
や

ト
レ
イ
を
他
の
子
と
変
え
④
見
た
目
を

変
え
⑤
配
膳
カ
ー
ド
を
作
成
し
二
重
・

三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
必
要
と
の
こ

と
で
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
必

ず
起
こ
り
う
る
と
い
う
認
識
で
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
日
間
、
周
到
な
計
画
、
細
や
か
な

配
慮
の
あ
る
充
実
し
た
大
会
で
し
た
。

改
め
て
、
主
催
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
九
州
南
部
の
豪
雨
も

あ
り
ま
し
た
。
熊
本
の
被
害
の
話
を

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
て
心
が
痛
み
ま
し

た
。
元
気
に
立
ち
直
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
真
ん
中
、
名
古
屋
で
、「
輝

け
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
第
33
回
の
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
10
の
姿
」
に
つ
い
て
、
成
果

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
を

大
切
に
し
な
が
ら
「
こ
う
い
う
姿
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
向
性
を
具



（5）第  30 号く ら ふ と令和元年10月１日

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
ど
う
日
々
の
保

育
を
実
践
し
て
い
く
か
を
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
に
て
話
し
合
い
確
認
し
あ
っ
て
か

ら
、
６
分
科
会
に
分
か
れ
各
園
か
ら
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
認
定
こ
ど
も
園
ベ
ア
ー
ズ

は
、
第
６
分
科
会
に
て
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
３
、４
、５
歳
児
対
象
の
創

造
力
と
主
体
性
を
伸
ば
す
保
育
」
を

テ
ー
マ
に
、「
遊
び
き
る
子
ど
も
～
創

造
力
と
主
体
性
を
伸
ば
す
保
育
を
め
ざ

し
て
～
」
と
題
し
て
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。報
告
す
る
に
あ
た
り
、

日
々
の
保
育
を
振
り
返
る
と
一
人
一
人

を
大
切
に
し
た
保
育
を
し
て
い
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
保
育
者
の
自
己
満
足
で

い
っ
ぱ
い
。「
自
分
で
考
え
る
・
選
ぶ
・

決
め
る
」
主
体
性
、
子
ど
も
中
心
の
環

境
を
整
え
て
い
る
つ
も
り
が
、
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。
見
直
し
て
い
く
と
、
主

体
性
の
カ
ギ
は
保
育
者
自
身
で
あ
り
、

豊
か
な
保
育
環
境
を
構
成
す
る
に
は
、

ま
ず
保
育
者
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
報
告
を

す
る
機
会
を
与
え
い
た
だ
き
振
り
返
り

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
助
言
者
の
石
橋
教
授
よ
り
、

示
唆
を
い
た
だ
き
数
々
の
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
遊
び
の
３

つ
の
視
点
。「
や
っ
て
み
た
い
！
と
い

う
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
。」
主

体
的
な
学
び
の
視
点
。「
自
分
の
思
い

を
伝
え
合
っ
て
い
る
か
。
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
っ
て
い
る
か
。」
対
話
的

な
学
び
の
視
点
。「
何
か
に
気
づ
い
た

り
、
心
動
か
さ
れ
た
か
。」
深
い
学
び

の
視
点
。
こ
の
３
つ
の
視
点
で
遊
び
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
お
話
い
た
だ
き

保
育
の
振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
主
語
が
子
ど
も
に
な
る
よ
う

な
保
育
実
践
を
重
ね
日
々
研
鑽
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
研
修
会
報
告

　
令
和
元
年
５
月
28
日
倉
吉
未
来
中
心

に
て
第
１
回
施
設
長
部
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
ア
ト
リ
エ
○
○

（
マ
ル
マ
ル
）
主
宰
・
曲
芸
師
の
天
野

耕
太
氏
を
お
迎
え
し
て
「
ア
ー
ト
体
験

と
バ
ラ
ン
ス
体
験
で
拓
か
れ
る
、
他
者

と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
初
め
に
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
演
も
あ
り
、
先
生

の
高
度
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
天
野
氏
は
、
13
歳
の
時
に
単
身
ス
ペ

イ
ン
に
あ
る
ベ
ン
ポ
ス
タ
サ
ー
カ
ス
団

に
入
団
し
、
現
在
も
曲
芸
師
を
し
な
が

ら
美
術
教
室
を
主
宰
し
、
子
ど
も
た
ち

に
美
術
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
人
は
、
他
者
の
失
敗
を
見
る
と
そ
の

後
、
上
手
く
で
き
た
時
に
は
皆
、
感
動

す
る
。
大
人
が
失
敗
す
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
沢
山
見
せ

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
失

敗
す
る
の
を
人
に
見
せ
る
こ
と
は
勇
気

が
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
出
来
る

こ
と
が
本
当
の
強
さ
で
あ
り
、
優
し
さ

で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
者
も
よ
い
手
本
を
見
せ
る
だ
け

で
な
く
、
失
敗
も
見
せ
る
こ
と
で
子
ど

も
も
間
違
え
た
り
、
失
敗
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
。
だ
か
ら
、

苦
手
な
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
に
も
安

心
し
て
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
動
き
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ー
ト
と
は
楽
し
く
生
き
る

た
め
の
方
法
で
あ
り
、
作
っ
た
人
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
、
読
み
取
り
、
共

感
す
る
心
を
育
て
人
生
を
豊
か
に
す
る

方
法
で
あ
る
。
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

に
小
さ
い
子
だ
か
ら
と
言
っ
て
カ
ラ
フ

ル
な
も
の
や
特
別
に
変
わ
っ
た
素
材
を

使
わ
な
く
て
も
い
い
、
一
見
何
で
も
な

い
も
の
か
ら
発
想
す
る
こ
と
の
方
が
大

  

第
１
回
施
設
長
研
修
会

小
鴨
保
育
園
　
石
賀
　
公
子
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切
で
あ
る
。
心
も
頭
も
柔
軟
な
う
ち
に

ア
ー
ト
も
含
め
て
様
々
な
体
験
を
し
て

ほ
し
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
保
育
者
も
天
野
先
生
の
よ
う

に
柔
軟
な
心
と
頭
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

日
々
、
自
分
自
身
の
感
性
を
磨
く
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
、
豊
か
な
発

想
や
考
え
る
力
、
人
と
共
感
す
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
保
育

を
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
保
育
士
研
修
会
が
、
令
和
元
年
６
月

22
日
に
琴
浦
町
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は

く
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　『
い
ま
、
求
め
ら
れ
る
保
育
の
質
と

は
？
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
玉
川
大
学

教
育
学
部
大
豆
生
田
啓
友
先
生
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
自
身
の
経
験
や
研
究
結
果
、
遊
び

の
実
践
な
ど
を
用
い
た
大
豆
生
田
先
生

の
テ
ン
ポ
の
良
い
お
話
に
引
き
こ
ま

れ
、あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。

　
大
豆
生
田
先
生
が
、「
今
日
は
こ
れ

だ
け
で
十
分
で
す
。」
と
、
最
初
に
話

さ
れ
た
こ
と
は
、〝
子
ど
も
は
主
体
的

に
あ
そ
び
を
通
し
て
学
ぶ
経
験
が
必

要
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
保
育
士
が
子
ど
も
の
興
味
関
心
か

ら
保
育
を
進
め
、
子
ど
も
が
夢
中
に
な

る
遊
び
を
保
障
し
て
い
く
事
が
大
切
。

子
ど
も
は
そ
の
遊
び
の
な
か
で
、
非
認

知
能
力
（
意
欲
、
自
尊
心
、
粘
り
強
さ
、

自
己
制
御
、
人
と
か
か
わ
る
力
）
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
良
い
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
保
育
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
保
護
者
に
遊
び
の
な
か
に
ど
ん
な

学
び
が
あ
る
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

「
子
ど
も
主
体
の
遊
び
が
学
び
だ
」
と

い
う
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
し
て
、

保
護
者
が
信
頼
し
て
保
育
園
の
フ
ァ
ン

に
な
り
、
一
緒
に
育
て
て
い
く
事
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
育
の
質
の

向
上
の
た
め
に
、
こ
の
保
育
の
見
え
る

化
と
保
育
士
が
子
ど
も
を
肯
定
的
に
み

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
、
一
人
の
人

間
と
し
て
手
厚
く
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
な
ど
、
自
分
自
身
を
毎
日

振
り
返
る
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
研
修
後
日
、
担
任
す
る
年
長
組
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
や
言
葉
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
今
一
番
何
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や

ぎ
の
牧
場
作
り
、
雨
の
日
散
歩
、
廃
材

で
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
な
ど
、
活
動
が

で
き
る
環
境
を
作
り
ま
し
た
。
生
き
生

き
と
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
写
真
に
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
て
掲
示
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
保
護
者
の
方
か
ら
、「
家
で
も
雨

の
日
に
お
散
歩
し
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。」「
図
鑑
を
買
っ
て
カ
エ
ル
の
成
長

を
一
緒
に
調
べ
ま
し
た
。」「
箱
が
あ
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
ら
使
っ
て
く
だ
さ

い
。」
な
ど
と
反
応
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
研
修
で
先
生
が
話
さ
れ
た
よ

う
に
〝
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
る
〟
こ
と

で
少
し
ず
つ
保
育
が
楽
し
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
新
年
度
が
始
ま
り
新
し
い

ク
ラ
ス
に
な
り
、
少
し
保
育
を
難
し
く

考
え
て
い
た
自
分
に
気
づ
き
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

い
こ
う
！
、
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を
一

  

保
育
士
研
修
会

淀
江
保
育
園
　
福
田
　
美
穂
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第
１
回
食
育
研
修
会
が
令
和
元
年
６

月
29
日
倉
吉
未
来
中
心
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
、
相
愛
大
学
人
文
学

部
特
別
講
師
の
中
尾
卓
嗣
さ
ん
で
、「
食

で
つ
な
げ
る
人
・
未
来
」
～
心
身
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
～
に
つ
い
て
、

自
分
の
生
い
立
ち
を
交
え
な
が
ら
の
お

話
で
し
た
。

　
ま
ず
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
は
「
考

え
」
や
「
距
離
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て

く
る
と
の
こ
と
で
、
演
習
と
し
て
、
指

示
さ
れ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
紙
に
記
入

し
て
み
る
と
い
う
作
業
を
し
ま
し
た
。

指
示
さ
れ
た
こ
と
を
た
だ
記
入
す
る
だ

け
で
は
、
内
容
の
意
図
を
理
解
す
る
の

は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
も

の
さ
し
、
相
手
の
も
の
さ
し
に
よ
り
感

じ
方
や
受
け
取
り
方
は
違
い
ま
す
。
た

だ
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
伝
え
方
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
々
の
業
務
は
、
チ
ー
ム
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
仲
間

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
三
つ
の
「
く
ば

り
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。「
目
く
ば
り
」「
気
く
ば
り
」

「
心
く
ば
り
」。
こ
の
三
つ
を
中
心
に
し

な
が
ら
、
相
手
が
何
を
求
め
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
、
注
意
を
向
け
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
主
任
と
し
て
仲

間
が
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
よ

う
な
言
葉
か
け
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　「
食
」
と
は
成
分
を
食
べ
る
の
で
は

な
く
、
調
理
す
る
事
に
よ
り
、
視
・
臭
・

触
・
聴
・
味
の
五
感
や
感
動
を
味
わ
う

こ
と
で
す
。
調
理
員
と
保
育
士
が
そ
の

よ
う
な
「
食
」
に
対
す
る
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
未
来
あ
る
子

ど
も
達
の
為
に
何
を
す
べ
き
か
。
子
ど

も
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
選
ぶ
力
、

作
る
力
を
育
み
、
感
性
で
心
の
空
腹
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
調
理
員
、
保
育
士
、

栄
養
士
で
連
携
し
て
食
育
を
推
進
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」

と
か
り
ゆ
し
58
「
ア
ン
マ
ー
」
の
映
像

を
視
聴
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
調
理
員

と
し
て
見
て
い
ま
し
た
が
、
段
々
と
母

親
と
し
て
の
目
線
に
変
わ
り
、
何
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
、
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
々
の
生
活
の
中

で
、
調
理
員
と
し
て
も
母
と
し
て
も

「
食
」
で
の
様
々
な
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
は
、
今

年
度
も
「
遊
び
き
る
子
ど
も
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
３
回
の
研
修
で
行
わ

れ
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
～
自
分
自
身

で
遊
び
き
っ
て
み
よ
う
～
を
サ
ブ
テ
ー

マ
と
し
、
自
身
が
遊
び
き
る
事
で
積
極

的
に
学
ぶ
研
修
会
を
め
ざ
し
て
、
令
和

元
年
７
月
24
日
（
水
）
大
山
町
の
「
森

の
国
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
参
加
者
38
名
が
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
冒
険
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
」
を

行
い
ま
し
た
。
森
の
国
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
グ

ル
ー
プ
で
挑
戦
し
、
解
決
し
て
い
く
遊

び
で
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
よ
り
、

ど
ん
な
課
題
も
前
向
き
な
考
え
方
、
声

掛
け
を
心
掛
け
て
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
参
加
者
は
、

解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
良
い
解

緒
に
み
つ
け
て
い
こ
う
！
と
元
気
が
出

た
研
修
会
で
し
た
。

  

第
１
回
食
育
研
修
会

千
代
保
育
園
　
木
村
　
リ
エ

  

初
任
・
初
級
保
育
士

　
　  

研
修
会
①
を
終
え
て

栴
檀
保
育
園
　
西
村
　
孝
太
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決
を
し
て
い
く
為
に
は
と
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
共
有
し
、挑
戦
し
て
は
話
し
合
い
、

良
か
っ
た
事
の
ふ
り
返
り
を
繰
り
返
し

行
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
課
題
に
夢
中
に
な
っ

て
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
森
の
中
で
の
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。
巨

大
な
木
の
板
や
、
長
い
木
の
丸
太
と

い
っ
た
自
然
素
材
を
使
っ
た
遊
び
を
体

験
し
ま
し
た
。「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ

オ
ー
ク
」
で
は
、
二
人
一
組
に
な
り
、

一
人
が
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
、
目
隠

し
の
ま
ま
で
森
の
中
を
誘
導
し
て
も
ら

い
な
が
ら
歩
く
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

誘
導
人
は
、
一
歩
進
む
事
に
、「
大
丈

夫
だ
か
ら
ね
」「
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
い

こ
う
ね
」
と
安
心
に
繋
が
る
言
葉
が
け

を
し
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
ア

イ
マ
ス
ク
を
外
し
「
あ
り
が
と
う
」
と

手
を
握
り
、
お
互
い
不
安
に
思
っ
て
い

た
こ
と
を
笑
顔
で
話
し
合
う
姿
に
は
、

初
対
面
で
も
安
心
で
き
た
ら
と
い
う
信

頼
関
係
の
一
歩
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
森
の
国
代
表
取
締
役
の
伊

澤
大
介
さ
ん
と
施
設
ツ
ア
ー
を
行
い
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
遊
具
や
、
施
設
へ
の

想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
森
の
国
で
は
、
自
然
素
材
の
、
遊
具

を
手
作
り
し
、
木
の
肌
や
堅
さ
、
特
性
、

不
具
合
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
遊
具
に

想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

室
内
で
人
工
的
に
安
全
に
作
り
上
げ
ら

れ
た
遊
具
ば
か
り
で
、
子
供
た
ち
の
危

険
を
察
知
す
る
能
力
が
低
下
し
、
怪
我

を
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
自
然
の
中
で
危
険
を
考
え
な

が
ら
試
行
錯
誤
し
、
達
成
感
を
感
じ
て

遊
ん
で
も
ら
う
事
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
森
の
国
で
育
っ
た
木
々

た
ち
の
一
生
は
、
森
の
国
で
の
一
生
と

考
え
、
遊
具
と
し
て
活
躍
し
た
後
も
何

年
も
か
け
薪
と
な
り
、
火
の
粉
と
な
る

ま
で
木
の
一
生
を
大
切
に
し
、
最
後
の

最
後
ま
で
活
躍
で
き
る
環
境
も
作
り
あ

げ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
森
の
国
の

全
て
に
深
い
想
い
が
あ
る
事
に
感
動

し
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
の
重
要
性

も
感
じ
な
が
ら
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
ふ

れ
あ
い
、
思
い
き
り
遊
ぶ
中
で
得
ら
れ

る
学
び
を
実
感
で
き
た
、
研
修
会
で
し

た
。

　
暑
い
中
の
研
修
①
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
令
和
元
年
度
鳥
取
県
保
育
所
（
園
）

主
任
保
育
士
研
修
会
が
、
７
月
31
日

（
水
）
倉
吉
未
来
中
心
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
仙
台
大
学
体
育
学
部
子
ど
も

運
動
教
育
学
科
教
授
　
大
宮
勇
雄
氏
を

お
迎
え
し
て
、「
保
育
所
保
育
指
針
に

つ
い
て
　
ど
こ
が
変
わ
っ
た
？
何
に
取

り
組
む
？
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
保
育
所
保
育
指
針
改
定

に
お
い
て
政
府
が
考
え
る
２
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
読
み
解
か
れ
ま
し
た
。

①
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
監
査
の
重
点
項
目

で
、
保
育
の
質
を
高
め
る
に
は
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
指

針
に
お
い
て
は
、
保
育
の
内
容
及
び
運

営
体
制
に
つ
い
て
、
各
保
育
所
の
創
意

工
夫
や
取
り
組
み
を
尊
重
し
つ
つ
、
取

り
組
み
の
結
果
の
み
で
は
な
く
、
取
り

組
み
の
過
程
に
着
目
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
計
画
の
展

開
＝D

o

（
実
践
）
で
あ
る
た
め
、
週
案

や
日
案
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、

実
践
の
捉
え
方
が
今
ま
で
と
違
い
指
導

計
画
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
や
る
と
読

み
取
れ
ま
す
。
し
か
し
実
践
と
は
、
子

ど
も
に
応
じ
て
声
を
聞
き
な
が
ら
、
子

ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
よ
う
臨
機
応
変
に

  

主
任
保
育
士
研
修
会

認
定
こ
ど
も
園
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
さ
く
ら

　
森
安
佐
徳
子
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や
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
　
児
童
保
育
要
録
の
変
更
で
、
評
価

の
基
本
が「
一
人
一
人
の
よ
さ
の
理
解
」

か
ら
「
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
に
も
と
づ

く
到
達
評
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
幼
児
教
育
に
お
け
る
評
価
の
考

え
方
は
維
持
し
つ
つ
、
評
価
の
視
点
と

し
て
は
各
領
域
の
他
、
５
歳
児
に
つ
い

て
は
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿
」
を
踏
ま
え
た
視
点
を
新

た
に
加
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
５
歳

ま
で
に
出
来
て
い
な
い
と
本
当
に
困
る

こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
幼
児
期

だ
け
で
判
定
で
き
る
の
か
と
疑
問
が
出

て
き
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
そ
の
子
達
が

学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
大

切
に
し
て
い
く
も
の
や
責
任
を
し
っ
か

り
と
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
「
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
は
、
子

ど
も
の
立
場
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
最
初
か
ら
「
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
が
な
い
と
い

け
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
人
の
力
を
借

り
て
で
も
諦
め
な
い
こ
と
も
自
立
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
か
と
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
た
ら
解
決
で
き
る
と
い
う
自

信
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
事
例
か
ら
も
様
々
な
読
み
取
り
を
学

ぶ
中
で
、
保
育
指
針
を
実
際
の
保
育
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
読
み
込
む
重
要
性
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
、
日
々
の
保
育
の
中
で

私
た
ち
保
育
士
が
と
と
ら
わ
れ
が
ち
な

考
え
方
に
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
け
た

研
修
で
し
た
。

　
第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
、
８
月

10
日
（
土
）
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
、

11
日
（
日
）
国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
奈
良
学

園
大
学
　
非
常
勤
講
師
　
田
邉
　
実
香

先
生
を
お
迎
え
し
、『
親
子
支
援
』
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
職
歴
を
踏
ま
え
た
経
験

豊
富
な
お
話
を
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ

一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
生
の
お
人
柄
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
、「
日
本
で
は
、
①
生
き
る
権

利
　
②
育
つ
権
利
　
③
守
ら
れ
る
権
利

　
④
参
加
す
る
権
利
が
あ
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
保
育
や
子
育
て
支
援
に
携

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

と
話
さ
れ
、
子
ど
も
の
人
権
を
あ
ら
た

め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
子
育
て
中
の
子
ど
も
と
親
の
現
状
と

し
て
、
愛
着
障
害
を
あ
げ
ら
れ
、
特
に

第
１
段
階
と
し
て
の
母
子
関
係
の
大
切

さ
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
３
歳
ま
で
に
こ

の
第
１
段
階
が
出
来
て
い
る
と
よ
い
そ

う
で
す
。「
も
し
も
母
子
関
係
が
う
ま

く
築
け
な
い
場
合
は
、
保
育
士
と
の
関

係
で
第
１
段
階
を
ク
リ
ア
し
、
そ
の
後

母
子
関
係
が
う
ま
く
築
け
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
士
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
接

着
剤
の
役
割
を
果
た
し
、
保
護
者
に
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、「
こ
う
し
た

ら
や
り
や
す
い
」
と
具
体
的
な
こ
と
を

伝
え
、
行
動
見
本
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
保
育
園
は
乳
幼
児
期
の

親
子
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
目
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
先
生
よ
り
、「
保
育
園
は
、

保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と
の
、
熱

い
期
待
と
励
ま
し
の
お
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
人
生
は
じ
め
の
乳
幼
児
期
の
成

  

第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会

め
ぐ
み
保
育
園
　
岩
本
　
　
恵



く ら ふ と（10）第  30 号 令和元年10月１日

　
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が「
令
和
」

初
の
く
ら
ふ
と
発
行
で
す
。
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
な

が
ら
、
よ
り
読
み
や
す
く
役
に
立
つ

紙
面
作
り
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
園
」
は

w
eb

版
の
ほ
う
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が

伝
わ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
そ
ち
ら
も
目
を
通
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。�

（
広
報
委
員
会
）

　
令
和
元
年
８
月
31
日
（
土
）
福
祉
人

材
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回

障
が
い
児
保
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　「
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
み

ん
な
で
見
守
り
は
ぐ
く
む
」
～
特
別
な

手
立
て
と
と
も
に
、
い
つ
も
の
保
育
を

大
切
に
～
と
題
し
、
独
立
行
政
法
人
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
推
進
セ
ン

タ
ー
の
久
保
山
茂
樹
氏
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
理
解
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
客
観
的
な
発
達
テ
ス
ト

や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
み
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
保
育
（
生
活
や
遊
び
）
の
中

で
日
々
実
際
に
関
わ
っ
て
い
る
保
育
者

の
感
性
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
関
わ
り
の
中
で
子
ど
も
は
成
長
し

て
い
く
と
い
う
内
容
を
柱
に
、
保
育
の

中
の
事
例
も
含
め
な
が
ら
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
関
わ

る
上
で
は
、
日
々
の
保
育
の
中
で
や
っ

て
い
る
こ
と
の
多
く
は
、
発
達
支
援
と

い
う
よ
り
も
子
ど
も
が
自
ら
選
ん
だ
り

動
い
た
り
で
き
る
よ
う
な
保
育
の
工
夫

で
あ
り
、
そ
れ
は
今
ま
で
当
た
り
前
に

や
っ
て
き
た
こ
と
な
の
だ
と
い
う
内
容

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
は
発
達
の
め
や
す

で
あ
り
、
子
ど
も
の
苦
手
を
あ
ぶ
り
だ

す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
ク

リ
ス
ト
等
は
場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど
も

と
先
生
の
関
係
を
厳
し
く
し
、
保
育
を

つ
ま
ら
な
く
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
い

う
久
保
山
先
生
の
お
話
を
聞
き
、
私
も

あ
た
り
前
の
保
育
の
中
で
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
し
、
そ
の
年
齢
な
り
の
遊

び
を
十
分
満
足
す
る
ま
で
楽
し
む
こ
と

は
、
何
よ
り
も
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。
将
来
身
に
つ
け
た
い
様
々

な
力
の
土
台
（
根
っ
こ
）
を
ど
ん
な
風

に
育
て
て
い
く
の
か
…
今
後
園
内
で
も

更
に
実
践
を
重
ね
な
が
ら
、
職
場
の
保

育
者
同
士
で
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
久
保
山
先
生
が
最
後
に
言

わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
を

考
え
る
上
で
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
か

ら
学
び
、
共
生
社
会
に
向
け
て
み
ん
な

で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

長
に
関
わ
り
を
も
つ
者
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
子
育
て
の
支
え
に
な
れ
る
保
育

士
で
あ
り
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し

た
研
修
で
し
た
。

  

第
１
回
障
が
い
児
保
育

　
　
　
　
　
　
　  
研
修
会

美
保
保
育
園
　
麻
木
　
美
紀
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うっちー先生のえほんばなし④
　子どもたちと絵を描くときにさまざまな技法を使うと思いますが、その中でも代表的なデザインあ
そびの技法のひとつ【コラージュ】についてのえほんばなし。
※コラージュとはフランス語由来で「糊付け」という意味。ばらばらの素材（新聞の切り抜き、包装紙など）を組み
合わせてひとつの作品を構成する技法のこと。保育園では切り絵＆貼り絵の内容で使用することが多い。
　今回注目する作家は、コラージュを用いた絵本を多く手掛ける２人の絵本作家です。

うっちー先生プロフィール　　　鳥取市公立園の保育士。　保育士/ジュニアスポーツ指導員/絵本専門士
独立行政法人 国立青少年教育振興機構 絵本専門士委員会　第三期絵本専門士に認定され、県内外で活動を行っている。
Ameba ブログ『絵本専門士うっちー先生の活動記録』  保育士・幼稚園教諭向け総合メディア『ほいく is』コラム連載

　今回のえほんばなしでの、コラージュ技法と並ん
でもうひとつの注目ポイントは【仕掛け】です。『は
らぺこあおむし』を出版したいエリック・カール氏
は、自国アメリカの出版社に持ち込みますが、ペー
ジに穴が開いていたり、小さくしたりする印刷・製
版はコストがかかるため作ってもらえません。はじ
めて印刷してくれたのは…日本の会社でした。この
時全て断られていたら本書は誕生していなかったか
もしれません。保育園に『はらぺこあおむし』がな
いなんて私は考えられない。
　今でこそ【仕掛け】のある絵本が数多く出版され、
当たり前になりましたが、60 年前にはチャレンジ
でした。アメリカに続き、その後日本で 43 年前に
初出版、30 年前に改版となっていきます。1989 年
以前の絵本を持っておられたらお宝ですよ。絵が違
いますから♪
　というわけで、エリック・カール氏は【コラー
ジュ】×【仕掛け】の先駆け的存在ですが、現代の
日本にもすばらしい作家が存在しています。そう！
tupera tupera です。『しろくまのパンツ』は現代
の穴あき絵本の代表作といっても過言ではありませ
ん。
　私は保育の中、絵本専門士活動の中で２人の絵本
を読むことが多く、重宝させていただいています。

●　切り貼りの絵は輪郭線がハッキリとしていて、
子どもたちが絵を捉えやすい。

●　仕掛けがあることは、読みあいの中で絵本の楽
しみを共有しやすい。

●　面の色はデザイン性の高い模様や色合いのた
め、何度読んでも美しい。

●　発想がユニークで単純に面白い。

　おそらく私だけではなく、２人の絵本を読んでお
られる先生はたくさんおられることと思います。作
家の制作方法や背景を知ると「なるほどね～確かに
ここの絵の模様凝ってるわ。」など絵本を読む時に、
文字だけでなく絵を読むようになります。
楽しいですよ♪

エリック・カール

1929 年ニューヨーク生まれ
6から 17 歳までドイツで過ごす
23 歳でニューヨークに戻りレオ・レオニ氏の
紹介でアートディレクターになる。
『1,2,3 どうぶつえんへ』で絵本デビュー
戦時中のドイツの辛い思い出。色のない世界。
灰色や茶色にドイツでの子ども時代を中和す
る。カラフルな『はらぺこあおむし』は平和を
願うお話である。

tupera tupera

　　　　　　　　　　1976 年三重県生まれの亀山達也氏
　　　　　　　　　　1978 年京都府生まれの中川敦子氏
　　　　　による夫婦ユニット
2002 年活動開始『木がずらり』で絵本デビュー
絵本がパンツを履いている『しろくまのパンツ』
絵本なのにまるで動いているかのような『やさ
いさん』など数々のヒット作を生み出す。
『はらぺこあおむし』のオマージュ作品『にち
にちらんらん』は【穴あき】【成長の物語】をテー
マに制作された。

『いろいろバス』

作 tupera tupera　2013 年 5月　大日本図書

4 色のバスが順々にやってきて、
バスと同じ色の何かが降りて
乗っていきます。
乗り降りするたびに擬音が出てきますが、子
どもたちが覚えて真似したくなるような表現
なので、声を揃えて読んでいます。今年度職
場の保育士さんが布でこの絵本を再現して作
成し、作者の亀山氏に出来の良さを褒めても
らいました。

絵本紹介⑤



く ら ふ と（12）第  30 号 令和元年10月１日


